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まえがき

近年，情報の表現言語として，次の特長を持つXMLが注

目されている。

構造化表現により，情報の表現能力が高い。

スキーマを前提としないため，構造の変更ができる。

外部データを参照により関連づけることができる。

タグ単位の細かい粒度での加工ができる。

ここでは，後者二つの特長を生かし，マルチメディアコン

テンツの管理を自動化したマルチメディアアルバムシステム

と，技術文書に対する多次元分析を実現した技術文書分析

システム，の二つの事例について述べる。

マルチメディアアルバムシステム

近年のデジタル情報収集機器の普及に伴い，動画，静止

画，サウンドなどのマルチメディアコンテンツを収集する機

会が急激に増加している。一方で，収集されたマルチメディ

アコンテンツの管理は，例えばコンテンツの記録日時や内

容に基づいて，ユーザーがあらかじめ用意したフォルダに

保存するなどの手動で行うのが通常である。そのため，コン

テンツの数が多くなると管理する手間と時間がかかるため，

多くの場合はせっかく収集したコンテンツが，使われること

なくハードディスクのどこかに保存されたままになっている

のが現状である。

理想的には，収集したデータをブラックボックスに放り込
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1 んでおけば自動的に整理されて，後から欲しいデータを簡

単に探し出すことのできるシステムが望まれている。しかし，

マルチメディアコンテンツはテキストコンテンツと異なり，内

容の判断を自動化するには高度の技術を必要とするため

に，ユーザーが判断して分類しなければならない。更に，

同時に収集したコンテンツを効率よく関連づける手段がな

かったために，自動管理が難しかった。

このシステムは，入力されたデータから自動的にインデッ

クス情報を抽出してXMLデータベース（DB）に登録してお

き，ユーザーが見たい視点でデータを一覧できるインタフェ

ースを用いてデータを検索することにより，あらかじめコン

テンツの分類・整理をすることなく，マルチメディアコンテン

ツを自動管理できる。また，コンテンツ単位での管理だけで

はなく，ニュース番組のトピックのようにコンテンツの一部

（シーン）単位での分類・管理も可能である。

2.1 システム概要

このシステムの概要を図１に示す。ユーザーはデジタルス

チルカメラ画像，テレビ（TV）番組などの動画，音楽などの

マルチメディアコンテンツをマルチメディアアルバムシステム

に登録する。

システムは，収集されたコンテンツから音声認識や映像解

析を用いてインデックスとなるメタデータ（注1）を抽出したり，

電子番組表からメタデータを取得したりして検索の手がかり

となる情報を自動的に蓄積する。ユーザーは，マルチメディ

アアルバムシステムを用いてメタデータを検索して，検索結
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（注1） データについての情報を記述したデータ。
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果をユーザーの好みに応じた形式で見ることができる。ユ

ーザーはこの検索を繰り返すことにより，目的のデータに到

達することができる。図１では，同じ検索結果をカレンダー

形式やリスト形式で提示するようすを示している。

2.2 XMLマルチメディアフレームワーク

図２は，このシステムを実現するXMLマルチメディアフレ

ームワークの概要であり，既存のXML DBをマルチメディア

データも扱えるように拡張したものである（1），（2）。

インデクシング部では，マルチメディアコンテンツを入力し

て，コンテンツをDB部に登録するとともに，コンテンツから

インデックス情報となるメタデータもメタデータ抽出処理系

により抽出して登録する。メタデータ抽出処理は主として，

映像分割とキーワード抽出である。映像分割はカット点を自

動検出し，連続するフレームの集合であるショットに分割し

て統合する処理を行う。キーワード抽出は映像に含まれる

テロップ文字列の自動認識，及び音声認識を用いて行われ

る。抽出されたメタデータは電子番組表などから得られる

情報とともに，DBに登録されるが，その記述フォーマットに

はインデックス情報を記述する国際標準規格であるMPEG-

７（Moving Picture Experts Group７）を利用している。

DB部は，XML DBとファイルシステムから構成される。

XML DBではメタデータだけを管理し，コンテンツデータ自

身はファイルシステムに保存して，XML DBには保存場所だ

けを登録する。

メタデータの検索は，XMLで記述された検索式を入力し

て，XML DBの検索機能を使用して検索し，結果をXML形

式で出力する。

図３はビューワ部の外観を示すものであり，TVの録画映

像を管理する例を表している。左ウインドウのキーワードは

それぞれ一つのXMLによる検索式に対応されており，ユー
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図１．システム概要　　マルチメディアコンテンツは自動管理され，検
索結果を好みの形式で見ることができる。

Outline of multimedia album system

インデクシング部 DB部 ビューワ部

メタデータ
抽出処理系
（音声認識，
映像認識）

URL : Uniform Resource Locator GUI : Graphical User Interface

メタデータ
（XML）

XSLT
処理系

GUIー検索式変換問合せ式

Web
ブラウザスタイル付き

検索結果
（HTML）

検索結果
（XML）

ファイルシステム
（動画，サウンド）

XML DB
（メタデータ）

コンテンツ コンテンツ

URL

図２．XMLマルチメディアフレームワーク　　モジュール間でのデータ交換と内部データ処理にXMLを採用することにより，様々な応用に適用できる。
XML multimedia framework

図３．ビューワ外観　　TVの録画映像を検索した例を示す。
Example of viewer display
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ザーは例えばテレビ局名などのキーワードを選択すること

によって簡単にDB部に検索式を発行できる。検索結果は

XMLとして返され，ユーザーがあらかじめ選択しておいた

表示形式に従って，XSLT（ eXtensible Stylesheet

Language Transformations）処理系によりスタイル付き

HTML（HyperText Markup Language）に変換されて検索

ツールの右ウインドウに表示される。この例では，検索結果

をカレンダー形式で表示している。XSLTによるスタイル定

義ファイルは自由に変更できるので，容易にカスタマイズ可

能である。

XMLマルチメディアフレームワークでは，モジュール（イン

デクシング部，DB部，ビューワ部）間でのデータ交換にXML

を採用してモジュールを独立させ，拡張性を高めている。

例えば，インデクシング部に音楽を登録するソフトウェアを簡

単に追加できる。また，XMLというオープンな規格を用い

ているため，カスタマイズに特殊な予備知識を必要とせず，

既に流通しているXML処理系を再利用でき，開発期間の短

縮や開発コストの低減が可能である。

このシステムは，様々な分野のマルチメディアコンテンツ

管理に応用できる。例えば，TVの録画番組管理，デジタル

スチルカメラ画像の管理，健康データ管理などへの応用を既

に試みている。今後は個人向けマルチメディア情報管理シ

ステムとして応用される予定である。

技術文書分析システム

3.1 技術文書のXML化による効果と問題点

技術文書の分析作業の代表例として特許調査がある。特

許調査では，検索システムで得られた関連特許について，カ

テゴリ，重要度，コメントなどの付加情報を加味したうえで

特許マップを作成する。従来，その作業には大きな手間が

かかっていた。

タグ単位の細かい粒度での加工ができるXMLを利用する

ことで，図４に示すように論文，特許，設計情報などの技術

文書の分析プロセスを効率化するシステム構築ができると

考えられる。分析プロセスとして，編集，検索などの基本プ

ロセスや，コメントの付加や様々な観点での分析（テキスト

版OLAP（On-Line Analytical Processing））などの高度な

プロセスがある。

これまでのシステム構成として，図５（a），（b）に示すように

大きく二通りある。しかし，それぞれ次に示す問題点があり，

分析プロセスを効率化するシステム構築は困難であった

（表１）。

RDB（Relational DB）による技術文書管理では，テ

ーブルとＸＭＬとの間の高コストの変換処理が必要で

ある。

既存のXML DBによる技術文書管理では，加工処
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技術文書（XML）
<patent>
 <title>情報検索装置</title>
 <appName>東芝</appName>
 <appID>特願平10-73312</appID>
 <appDate>
  <Year>10</Year>
  <Month>3</Month>
  <Day>12</Day>
 </appDate>
 <abst>情報の提示形式の変更が利用者側の視点
で自由に行え，情報活用の範囲が広がるとともに，
情報活用の促進が図れるDBを提供する。</abst>
 <fig>代表図.gif</fig>
</patent>

<rank>A</rank>
<key word>XML</key word>
<key word>検索</key word>
<comment>加工方式に
特徴あり</comment>
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図４．技術文書におけるプロセス　　四角のブロックは基本プロセス
を，網掛けした四角のブロックは高度プロセスを示す。
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図５．システム構成　　DBとクエリによるシステム構成の違いを示す。
System configurations

表１．システム構成の比較
Comparison of system configurations of Fig. 5 (a), (b), and (c)

システム構成 （a） （b） （c）

DB RDB 既存のXML DB KF

モデル
テーブル ツリー ツリー

（表現レベル低い） （表現レベル高い） （表現レベル高い）

管理対象
テーブル

個々のXML XMLの集合
（XMLの部分情報）

クエリ言語
SQL XQL，XPath KF-QL

（加工レベル高い） （加工レベル低い） （加工レベル高い）

情報の欠落あり，
加工処理をプログラ

問題点 若しくは検索精度
ミングする必要あり

が落ちる

特
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理はプログラミングせざるをえない。

3.2 XML処理エンジンによる技術文書管理システム

そこで，図５ に示す高速で高度な加工が可能なXML処

理エンジンKnowledge Factory（以下，KFと略記）（この特集

のp.11に掲載）とそのクエリ言語KF-QL（Query Language）

を利用することで，従来システムの問題点が解決され，主に

三つの機能を実現することができた。

テキスト版OLAP機能 KF-QLは複数の情報を結

合する機能や集計する機能を持つ。この機能により，

XML形式の技術文書と概念辞書とを組み合わせて，複

数文書を分類し，様々な観点でのマップを作り出すこ

とができる。更に，KFが提供するクエリへのリンク機

能により，様々な画面へ遷移する多次元分析ツールを

構築することができる。

コメント付加・再利用機能 KFは複数の情報をまと

めて一つのツリーで管理できる。この機能により，付加

されたコメントをオリジナルの技術文書とは独立に管理

し，検索や加工で再利用することができる。

分析プロセス共有・再利用機能 KF-QLはXML表

現であるので，クエリ自体をKFに格納することができ

る。技術文書で頻繁になされる分析プロセスをパラメ

ータ付きのクエリで蓄積しておくことで，エンドユーザ

ーは分析プロセスを共有・再利用することができる。

特許分析における画面の例を図６に示す。蓄積されてい

るクエリから“マップ”に関連するクエリ一覧を求めることで，

分類カテゴリ“技術×機能”を軸とした特許マップを容易に

作成できる。更に，“機能”のサブ分類カテゴリである“検索

機能”を軸とした特許マップへのドリルダウンや詳細表示が

可能である。

このシステムはKF上にシステム構築したことで，開発コス

トを削減でき，メンテナンス性と拡張性が向上した。また，

KFが提供する細かい粒度での検索，加工技術により，検索

精度と検索処理速度が向上した。

今後は，自然言語処理の組込みなどナレッジマネジメント

システムとしての機能強化を予定している。

あとがき

XMLを用いた情報管理システムとして，マルチメディアア

ルバムシステムと技術文書分析システムについて述べた。当

社のXMLによるマルチメディアフレームワークとXML検索

技術（KF）により，マルチメディアコンテンツ自動管理やテキ

スト版OLAPを実現し，XMLの付加価値を高めることがで

きた。
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図６．特許分析における画面例　　クエリを再利用して分析を進めていく過程を示している。
Example of user interface for patent analysis
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